
平成２３（２０１１）年４月１日現在

※１：岩手県、宮城県、福島県は除く。　　※２：耐震性が確認されていない建物を含む。

耐震診断済
2,444棟（92.0%)

耐震性あり

3,241棟（70.9%)

昭和57(1982)年以降の建物
　1,917棟（41.9％）

全体棟数
4,574棟※１

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
1,324棟(28.9％)

耐震性がない※２建物で
　未改修のもの
　1,120棟(24.5％)

　耐震診断未実施建物
213棟(4.7％)

平成２３（２０１１）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（幼稚園）

耐震性なし＋未診断

1,333棟（29.1%)

資料２

　昭和56(1981)年以前の建物
　2,657棟（58.1％）



平成２３（２０１１）年４月１日現在

※１：岩手県、宮城県、福島県は除く。 ※２：耐震性が確認されていない建物を含む。

　昭和56(1981)年以前の建物
　67,814棟（58.3％）

耐震性なし＋未診断

22,911棟（19.7%)

耐震診断済
67,028棟（98.8%)

耐震性あり

93,486棟（80.3%)

昭和57(1982)年以降の建物
　48,583棟（41.7％）

全体棟数※１

116,397棟

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
44,903棟(38.6％)

平成２３（２０１１）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（小中学校）

　耐震診断未実施建物
786棟(0.7％)

資料２

　耐震性がない※２建物
で未改修のもの

　22,125棟(19.0％)

67,028棟(耐震診断実施棟数)

67,814棟(昭和56年以前の建物)
98.8% =



平成２３（２０１１）年４月１日現在

※１：岩手県、宮城県、福島県は除く。 ※２：耐震性が確認されていない建物を含む。

　昭和56(1981)年以前の建物
　16,441棟（57.2％）

耐震性なし＋未診断

6,406棟（22.3%)

耐震性あり

22,349棟（77.7%)

昭和57(1982)年以降の建物
　12,314棟（42.8％）

全体棟数※１

28,755棟

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
10,035棟(34.9％)

　耐震性がない※２建物
で未改修のもの
　5,997棟(20.9％)

平成２３（２０１1）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（高等学校）

耐震診断済
16,032棟（97.5%)

資料２

　耐震診断未実施建物
409棟(1.4％)

16,032棟(耐震診断実施棟数)

16,441棟(昭和56年以前の建物)
97.5% =



平成２３（２０１１）年４月１日現在

※１：岩手県、宮城県、福島県は除く。 ※２：耐震性が確認されていない建物を含む。

　昭和56(1981)年以前の建物
　2,627棟（49.5％）

耐震性なし＋未診断

478棟（9.0%)

耐震診断済
2,594棟（98.7%)

耐震性あり

4,827棟（91.0%)

昭和57(1982)年以降の建物
　2,678棟（50.5％）

全体棟数※１

5,305棟

耐震性がある建物
(改修済みを含む)
2,149棟(40.5％)

　耐震診断未実施建物
33棟(0.6％)

平成２３（２０１１）年度公立学校施設の耐震改修状況調査による耐震化の状況（特別支援学校）

　耐震性がない※２建物で
　未改修のもの
　445棟(8.4％)

資料２

2,594棟(耐震診断実施棟数)

2,627棟(昭和56年以前の建物)
98.7% =
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